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ふるさと探訪PART114   ２～４P
第50回坂城町文化祭   ５P
第67回坂城町二十歳のつどい    ６～７P
お知らせ、館説開畝   ８P

❖主な内容❖ リトミック教室ハロウィン
　10月 26日（水）のリトミック教室に、
お気に入りの仮装で参加しました。お菓
子入れを作るなど、みんなでハロウィン
を楽しみました。

季
節
は
少
し
戻
り
ま
す
が
、
九
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
咲
く
花
に
、
彼
岸
花

が
あ
り
ま
す
。
お
彼
岸
の
頃
に
咲
く
こ
と

か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

彼
岸
花
に
は
、
た
く
さ
ん
の
別
名
が
あ

り
ま
す
。
一
番
多
く
耳
に
す
る
の
は
「
曼

珠
沙
華
（
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
）」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
曼
殊
沙
華
」
と
は
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
天
界
に
咲
く
花
」「
見

る
者
の
心
を
柔
軟
に
す
る
」
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。
他
に
は
、『
彼
岸
』
か
ら
『
死
』

を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、「
死
人
花
（
シ

ビ
ト
バ
ナ
）」
や
「
幽
霊
花
（
ユ
ウ
レ
イ
バ

ナ
）」
と
い
う
少
し
気
味
悪
い
名
前
も
あ
り

ま
す
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、「
葉
見
ず

花
見
ず
（
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ
ミ
ズ
）」
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
は
、
彼
岸
花
が
咲
い
て
い

る
時
に
、
彼
岸
花
の
葉
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
長
い
茎
の
上
に
ポ
ツ
ン
と
花

だ
け
が
咲
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

せ
ん
か
。
彼
岸
花
は
、
球
根
か
ら
花
が
出

て
き
て
、
そ
の
花
が
枯
れ
た
後
に
葉
が
成

長
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
花
と
葉
を
同
時

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
花
が
枯
れ

た
今
の
時
期
か
ら
、
葉
を
繁
ら
せ
球
根
に

栄
養
を
貯
え
て
い
ま
す
。
春
に
は
葉
が
枯

れ
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
ん
な
特

徴
か
ら
、「
葉
見
ず
花
見
ず
（
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ

ミ
ズ
）」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

彼
岸
花
は
、
人
里
に
近
い
川
岸
、
田
の
畔

道
や
畑
の
土
手
な
ど
に
群
生
し
て
い
ま
す
。

人
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
の
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
岸
花
の
花
・
茎
・

葉
・
球
根
な
ど
す
べ
て
の
部
分
に
毒
が
あ
り

ま
す
。
特
に
球
根
に
は
強
い
毒
が
あ
り
ま
す
。

彼
岸
花
が
土
手
や
畦
道
に
植
え
ら
れ
た
の

は
、
そ
の
毒
で
モ
グ
ラ
や
ネ
ズ
ミ
か
ら
稲
や

野
菜
な
ど
の
農
作
物
を
守
る
た
め
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
墓
地
の
周
り
に
彼
岸

花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
墓
地
を
荒
ら

さ
れ
な
い
た
め
だ
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、凶
作
が
続
く
飢
饉
が
あ
っ

た
時
代
に
は
、
飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
強

い
毒
の
あ
る
球
根
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
球

根
を
す
り
お
ろ
し
、
何
回
も
水
に
さ
ら
し
、

毒
を
抜
い
て
い
た
よ
う
で
す
。（
危
険
で
す
の

で
、絶
対
に
口
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）『
死
』

を
連
想
さ
せ
る
花
が
、
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

役
立
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
の
役
に
立
っ
て
い
た
彼
岸

花
で
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
気
味
悪
い

花
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
象
の
本
質

を
知
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
様
々
な
事
象
に
接
し
た
時
、「
曼

殊
沙
華
」
の
名
前
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
、
事
象

の
本
質
を
見
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

（
T
・
T
）

（
参
照
：
リ
ク
ル
ー
ト
）

お　知　ら　せ

第56回坂城町書初展 第52回坂城町元旦マラソン大会

日　　時� 令和5年1月4日～6日
 ○4日（水）　15：00～16：00
 ○5日（木）　  9：00～16：00
 ○6日（金）　  9：00～10：00
会　　場 坂城町文化センター
申込締切 12月15日（木）
申込場所 坂城町公民館（文化センター2階）
　※申込書は町HP、坂城公民館にあります。
　※小中学生は各学校で取りまとめます。

日　　時� 令和5年1月1日（日）
受付　9：00　　開会式　9：30
競技開始　10：00

会　　場� 坂城町武道館南駐車場 （受付・スタート）
申込締切� 12月15日（木）
クラス（定員）　・親子ペアの部…1.5㎞（25組）
　　　　　　　・小学生の部…1.5㎞・3㎞（各50名）
　　　　　　　・一般の部（中高生含む）…1.5㎞・3㎞（各50名）
申込場所� 教育文化課生涯学習係(文化センター2階)　
　※町内在住者限定の事前申込による定員制とします。
　※雪・雨天の場合は中止となります。
　※詳細は、右のQRコードから公式HPをご覧ください。

　会場都合等により、席書大会は開催しま
せん。

◆人権を尊重し豊かな福祉の心を育む町民集会 12月  3日（土）
◆第29回ライフ・ステージエコー 12月10日（土）
◆スキー・スノーボード教室（対象：小学校4年生以上） 1月15日（日）

新型コロナウイルス感染状況等により、中止・変更となる場合があります。

新型コロナウイルス感染状況等により、中止・変更となる場合があります。

今後の行事予定
◆子ども茶の湯教室 3月  4日（土）
◆坂城町囲碁大会 3月12日（日）
◆坂城町将棋大会 3月19日（日）

「公式HP」
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は
じ
め
に

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
絵
図
の

上
で
ふ
る
さ
と
を
探
訪
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
千
曲
川
に
関
連
す
る
、

年
代
の
違
う
も
の
を
二
枚
用
意
し

ま
し
た
。
古
い
年
代
か
ら
順
に
ご

案
内
し
ま
す
。

絵図で探訪　江戸時代のさかき
ふるさと探訪特集 PART 114

１
．
延
宝
六
年

千
曲
川
絵
図

　
　（
竹
内
範
雄
家
文
書
）

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
坂

木
村
と
五
明
村
と
の
境
界
争
い
の

際
に
描
か
れ
た
絵
図
（
写
）
で
す
。

争
点
と
な
っ
た
柳
原
が
大
き
く
描

か
れ
て
お
り
、
実
際
の
距
離
感
と

は
異
な
り
ま
す
。
当
時
の
坂
木
村

は
、
金
井
村
・
横
尾
村
・
中
之
条

村
と
共
に
、
越
後
高
田
藩
領
で
し

た
。
対
す
る
五
明
村
は
、
網
掛
村
・

上
平
村
・
鼠
宿
村
・
新
地
村
と
共

に
松
代
藩
領
で
す
。

概
観
す
る
と
、
千
曲
川
が
木
の

根
の
様
に
う
ね
り
、
大
き
な
中
洲

が
で
き
て
い
ま
す
。
南
（
上
流
）

を
上
に
し
て
、
東
西
に
支
流
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
線
で
主
要
な
道

を
、
丸
囲
い
で
村
や
集
落
を
描
き
、

山
々
が
周
縁
に
連
な
り
ま
す
。
北

の
山
に
は
「
村
上
義
清

山
城
」

と
あ
り
、
そ
の
麓
に
横
吹
坂
が
大

き
く
描
か
れ
、
そ
の
山
肌
に
千
曲

川
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
国
道
一
八
号
線
は
明
治

十
年
に
開
通
し
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
は
風
が
強
く
険

し
い
横
吹
坂
を
通
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

細
部
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
東
岸
で
南
北
に
走
っ

て
い
る
道
は
、
北
国
往
還
で

す
。
上
か
ら
鼠
宿
村
、
金

井
村
、
横
尾
村
、
中
之
条

村
、
四
ツ
屋
、
田
町
、
横

町
、坂
木
宿
立
町
、大
門
町
、

新
町
と
あ
り
、
鼠
宿
村
と

四
ツ
屋
の
脇
に
木
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
根
元
に
土

の
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

里
塚
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
里
塚
に
は
エ

ノ
キ
や
マ
ツ
が
植
え
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
二

つ
の
塚
に
は
何
が
植
え
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
も
現
存
は
せ
ず
、
伝
承

の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

四
ツ
屋
付
近
の
川
岸
に
は
、

逆
さ
に
描
か
れ
た
社
が
見
え
ま

す
。
千
曲
川
が
ぶ
つ
か
る
場
所

に
あ
た
る
の
で
、
水
除
け
の
神

と
し
て
伊
勢
宮
を
祀
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
千
曲
川
沿
岸
の

地
域
に
は
、
今
も
伊
勢
宮
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
が

な
く
な
っ
て
も
「
伊
勢
宮
、
伊

勢
社
」
な
ど
地
名
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
か
つ
て
そ
の
土
地
が
水
害

に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

千
曲
川
が
東
に
蛇
行
す
る
地

点
か
ら
横
吹
ま
で
支
流
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
沿
っ
て

「
本
田
」「
田
」
と
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
々
に
は
、
部
分
的
に
木
が

茂
っ
て
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

御
林
（
幕
府
や
領
主
が
管
理
・

保
護
す
る
山
林
）
や
持
林
（
村

や
寺
社
、
個
人
持
ち
の
山
林
）

を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

西
岸
に
は
、
千
曲
川
か
ら

取
り
入
れ
た
六
ヶ
郷
用
水
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
網
掛
村
と
五

明
村
の
農
地
を
潤
し
て
い
る
の

は
、
現
在
も
見
ら
れ
る
光
景
で

す
。
五
明
村
付
近
に
小
さ
な
丸

囲
い
が
あ
り
、「
新
田
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

な
っ
て
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
絵
図
は
、
残
念
な
が
ら

延
宝
六
年
千
曲
川
絵
図
全
体
図

鼠宿一里塚

四ツ屋一里塚

横
吹
坂

鼠
宿
一
里
塚
跡
付
近

上
平
村
や
苅
屋
原
地
区
が
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

前
期
の
坂
城
や
千
曲
川
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の

で
す
。
ま
た
、
坂
木
宿
ふ
る
さ

と
歴
史
館
で
は
、
同
年
の
裁
許

絵
図
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
紹
介
し
た
も
の
と
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
坂
木
宿
や
馬
場

な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
興
味

深
い
も
の
で
す
。

２
．
寛
政
九
年

千
曲
川
絵
図

（
竹
内
範
雄
家
文
書
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に

中
之
条
村
と
網
掛
村
と
の
争
論

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
で

す
。
両
村
の
間
の
河
川
敷
が
大

き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

１
と
２
の
絵
図
の
間
に
は
百

年
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の

間
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

に
戌
の
満
水
と
呼
ば
れ
る
千

曲
川
大
洪
水
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
戌
の
満
水
の
翌
年
に
は
、

西
岸
の
網
掛
村
、
五
明
村
、
力

石
村
に
か
け
て
、
堤
防
の
修
築

工
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
幕
府
か
ら
工
事
役
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
役
人
・
大
草
太
郎
左

衛
門
の
名
か
ら
、
こ
の
大
堤
防

は
「
大
草
堤
防
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
現
在
の
連
続
堤
防
は
、

こ
う
し
た
江
戸
時
代
の
堤
防
を

基
に
し
て
い
ま
す
。

西
岸
に
描
か
れ
た
い
く
つ
も

の
筋
は
堤
防
を
表
し
て
お
り
、

一
部
は
大
草
堤
防
と
思
わ
れ
ま

す
。「
堤
」「
石
積
堤
」
と
書
き

分
け
ら
れ
、
構
築
素
材
の
違

い
が
わ
か
り
ま
す
。
ひ
と
き
わ

大
き
な
横
一
文
字
は
、「
大
堤
」

と
書
か
れ
、
川
表
に
枠
（
木
枠

を
組
ん
で
石
を
入
れ
、
川
に
沈

め
る
水
制
工
）
が
並
ん
で
い
ま

す
。
大
堤
の
脇
に
は
石
が
積
ま

れ
、
漁
場
と
し
た
よ
う
で
す
。

四
ツ
屋
一
里
塚
跡
付
近

伊
勢
宮
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１
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延
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絵
図
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竹
内
範
雄
家
文
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延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
坂

木
村
と
五
明
村
と
の
境
界
争
い
の

際
に
描
か
れ
た
絵
図
（
写
）
で
す
。

争
点
と
な
っ
た
柳
原
が
大
き
く
描

か
れ
て
お
り
、
実
際
の
距
離
感
と

は
異
な
り
ま
す
。
当
時
の
坂
木
村

は
、
金
井
村
・
横
尾
村
・
中
之
条

村
と
共
に
、
越
後
高
田
藩
領
で
し

た
。
対
す
る
五
明
村
は
、
網
掛
村
・

上
平
村
・
鼠
宿
村
・
新
地
村
と
共

に
松
代
藩
領
で
す
。

概
観
す
る
と
、
千
曲
川
が
木
の

根
の
様
に
う
ね
り
、
大
き
な
中
洲

が
で
き
て
い
ま
す
。
南
（
上
流
）

を
上
に
し
て
、
東
西
に
支
流
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
線
で
主
要
な
道

を
、
丸
囲
い
で
村
や
集
落
を
描
き
、

山
々
が
周
縁
に
連
な
り
ま
す
。
北

の
山
に
は
「
村
上
義
清

山
城
」

と
あ
り
、
そ
の
麓
に
横
吹
坂
が
大

き
く
描
か
れ
、
そ
の
山
肌
に
千
曲

川
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
国
道
一
八
号
線
は
明
治

十
年
に
開
通
し
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
は
風
が
強
く
険

し
い
横
吹
坂
を
通
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

細
部
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
東
岸
で
南
北
に
走
っ

て
い
る
道
は
、
北
国
往
還
で

す
。
上
か
ら
鼠
宿
村
、
金

井
村
、
横
尾
村
、
中
之
条

村
、
四
ツ
屋
、
田
町
、
横

町
、坂
木
宿
立
町
、大
門
町
、

新
町
と
あ
り
、
鼠
宿
村
と

四
ツ
屋
の
脇
に
木
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
根
元
に
土

の
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

里
塚
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
里
塚
に
は
エ

ノ
キ
や
マ
ツ
が
植
え
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
二

つ
の
塚
に
は
何
が
植
え
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
も
現
存
は
せ
ず
、
伝
承

の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

四
ツ
屋
付
近
の
川
岸
に
は
、

逆
さ
に
描
か
れ
た
社
が
見
え
ま

す
。
千
曲
川
が
ぶ
つ
か
る
場
所

に
あ
た
る
の
で
、
水
除
け
の
神

と
し
て
伊
勢
宮
を
祀
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
千
曲
川
沿
岸
の

地
域
に
は
、
今
も
伊
勢
宮
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
が

な
く
な
っ
て
も
「
伊
勢
宮
、
伊

勢
社
」
な
ど
地
名
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
か
つ
て
そ
の
土
地
が
水
害

に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

千
曲
川
が
東
に
蛇
行
す
る
地

点
か
ら
横
吹
ま
で
支
流
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
沿
っ
て

「
本
田
」「
田
」
と
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
々
に
は
、
部
分
的
に
木
が

茂
っ
て
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

御
林
（
幕
府
や
領
主
が
管
理
・

保
護
す
る
山
林
）
や
持
林
（
村

や
寺
社
、
個
人
持
ち
の
山
林
）

を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

西
岸
に
は
、
千
曲
川
か
ら

取
り
入
れ
た
六
ヶ
郷
用
水
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
網
掛
村
と
五

明
村
の
農
地
を
潤
し
て
い
る
の

は
、
現
在
も
見
ら
れ
る
光
景
で

す
。
五
明
村
付
近
に
小
さ
な
丸

囲
い
が
あ
り
、「
新
田
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

な
っ
て
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
絵
図
は
、
残
念
な
が
ら

延
宝
六
年
千
曲
川
絵
図
全
体
図

鼠宿一里塚

四ツ屋一里塚

横
吹
坂

鼠
宿
一
里
塚
跡
付
近

上
平
村
や
苅
屋
原
地
区
が
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

前
期
の
坂
城
や
千
曲
川
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の

で
す
。
ま
た
、
坂
木
宿
ふ
る
さ

と
歴
史
館
で
は
、
同
年
の
裁
許

絵
図
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
紹
介
し
た
も
の
と
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
坂
木
宿
や
馬
場

な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
興
味

深
い
も
の
で
す
。

２
．
寛
政
九
年

千
曲
川
絵
図

（
竹
内
範
雄
家
文
書
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に

中
之
条
村
と
網
掛
村
と
の
争
論

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
で

す
。
両
村
の
間
の
河
川
敷
が
大

き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

１
と
２
の
絵
図
の
間
に
は
百

年
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の

間
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

に
戌
の
満
水
と
呼
ば
れ
る
千

曲
川
大
洪
水
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
戌
の
満
水
の
翌
年
に
は
、

西
岸
の
網
掛
村
、
五
明
村
、
力

石
村
に
か
け
て
、
堤
防
の
修
築

工
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
幕
府
か
ら
工
事
役
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
役
人
・
大
草
太
郎
左

衛
門
の
名
か
ら
、
こ
の
大
堤
防

は
「
大
草
堤
防
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
現
在
の
連
続
堤
防
は
、

こ
う
し
た
江
戸
時
代
の
堤
防
を

基
に
し
て
い
ま
す
。

西
岸
に
描
か
れ
た
い
く
つ
も

の
筋
は
堤
防
を
表
し
て
お
り
、

一
部
は
大
草
堤
防
と
思
わ
れ
ま

す
。「
堤
」「
石
積
堤
」
と
書
き

分
け
ら
れ
、
構
築
素
材
の
違

い
が
わ
か
り
ま
す
。
ひ
と
き
わ

大
き
な
横
一
文
字
は
、「
大
堤
」

と
書
か
れ
、
川
表
に
枠
（
木
枠

を
組
ん
で
石
を
入
れ
、
川
に
沈

め
る
水
制
工
）
が
並
ん
で
い
ま

す
。
大
堤
の
脇
に
は
石
が
積
ま

れ
、
漁
場
と
し
た
よ
う
で
す
。

四
ツ
屋
一
里
塚
跡
付
近

伊
勢
宮
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こ
の
大
堤
の
下
流
に
は
二
本
の

流
れ
が
あ
り
、
東
は
「
新
本

瀬
」、
西
は
「
元
本
瀬
」
で
す
。

元
本
瀬
の
西
は
数
々
の
堤
に
よ

り
「
新
田
」
が
広
が
り
、
東
は

「
石
川
原
」
の
間
に
「
草
生
場
」

が
あ
り
、
作
付
け
が
で
き
そ
う

で
す
。
大
洪
水
の
後
の
工
事
は
、

網
掛
村
に
新
た
な
農
地
を
も
た

ら
し
た
と
見
え
ま
す
。

一
方
の
中
之
条
村

は
、
こ
れ
ら
の
堤
工
事

や
漁
場
の
た
め
に
千

曲
川
の
流
れ
が
変
わ

り
、
引
き
込
ん
で
い
た

枝
瀬
が
新
本
瀬
と
な
っ

て
少
々
の
大
水
で
も
農

地
が
荒
れ
る
う
え
、
対

岸
の
中
之
条
村
分
の

農
地
で
網
掛
村
が
勝

手
な
作
付
け
を
し
て
い

る
、
と
網
掛
村
を
相
手

に
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し

た
。新
本
瀬
の
東
に「
田

畑
川
欠
跡
」
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

１
の
絵
図
の
「
本
田
」

「
田
」
の
場
所
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
中
之
条
村

は
、
漁
場
の
石
積
み
を

即
座
に
崩
し
、
元
本
瀬
に
流
れ

を
戻
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。
河

川
敷
の
僅
か
な
農
地
で
も
、
村

民
の
く
ら
し
に
か
か
わ
る
大
問

題
だ
っ
た
の
で
す
。

１
、２
の
両
絵
図
は
、
中
之

条
村
の
名
主
・
竹
内
覚
左
衛
門

が
控
と
し
て
持
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
１
の
絵
図
は
、
戌
の
満

水
よ
り
前
の
千
曲
川
が
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
寛
政
九
年
の
裁

判
に
際
し
、
中
之
条
村
が
精
巧

な
写
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
絵
図
と
共
に
、
裁

判
に
関
わ
る
古
文
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

災
害
が
起
こ
る
た
び
、
過
去

の
災
害
を
記
し
た
歴
史
資
料
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
令
和
元
年
の

東
日
本
台
風
（
台
風
十
九
号
）

以
降
、
そ
れ
ら
を
広
く
共
有
し
、

活
用
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
歴
史
資
料
に
は
災
害

や
復
旧
事
業
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
地
域

の
脆
弱
性
と
そ
の
対
策
方
法
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

坂
城
町
の
中
に
も
、
こ
れ
だ

け
情
報
量
の
あ
る
絵
図
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
古
文
書
等
閲
覧

室
」
を
設
け
、
寄
贈
さ
れ
た
古

文
書
等
を
ど
な
た
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
整
理
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
目
録
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
本
間

美
麻
）

新
本
瀬
、
元
本
瀬

西
岸
の
大
堤

第50回　文 化 祭 開 催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　町文化祭を10月 22日（土）、23日（日）の2日間、文化センターと武道館で開催しました。
　武道館では、書道、盆栽、華道、絵画、レカンフラワー、写真、陶芸、俳句、短歌など様々な分野の作品が展示さ
れました。また、今年度の作品展示には、坂城町国際交流協会がウクライナから避難をしてきた子どもたちが描いた
絵を展示し、支援を呼びかけていました。
　文化センターで行われた芸能公演では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、入場者を関係者のみに
制限しましたが、参加された16団体の皆さんは日頃の練習の成果を発揮され、素晴らしいステージばかりでした。

合唱（村上小学校合唱部） ハーモニカ演奏（坂城ローズガーデン）

写真（坂城写友会） 盆栽（愛盆会）

仕舞（坂城子ども能楽教室） 車イスダンス（坂城ダンスクラブ）

書道（信濃書道会） ウクライナの子どもたちの絵

寛政九年千曲川絵図全体図



令和4年11月22日令和4年11月22日 館報 坂城　No.399館報 坂城　No.399 45

こ
の
大
堤
の
下
流
に
は
二
本
の

流
れ
が
あ
り
、
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新
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「
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」
で
す
。

元
本
瀬
の
西
は
数
々
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堤
に
よ

り
「
新
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」
が
広
が
り
、
東
は

「
石
川
原
」
の
間
に
「
草
生
場
」

が
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り
、
作
付
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が
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そ
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で
す
。
大
洪
水
の
後
の
工
事
は
、

網
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に
新
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な
農
地
を
も
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ら
し
た
と
見
え
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す
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の
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之
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、
こ
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に
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流
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が
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、
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込
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で
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少
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の
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水
で
も
農
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が
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え
、
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村
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の
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で
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掛
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が
勝
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を
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、
と
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こ
し
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し
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す
が
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れ
は
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」
の
場
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だ
と
思
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ま
す
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中
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は
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漁
場
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、
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・
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が
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持
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も
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す
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の
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は
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満
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り
前
の
千
曲
川
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か
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い
る
た
め
、
寛
政
九
年
の
裁

判
に
際
し
、
中
之
条
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が
精
巧

な
写
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
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れ
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す
。
絵
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と
共
に
、
裁
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に
関
わ
る
古
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に
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。
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。
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書道（信濃書道会） ウクライナの子どもたちの絵

寛政九年千曲川絵図全体図
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い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
本
当

に
そ
の
時
の
会
話
は
忘
れ
ま
せ

ん
。
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

も
の
の
中
か
ら
人
は
語
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

母
が
幼
い
時
か
ら
語
っ
て
い
た

言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
実
れ
ば
実
る
ほ
ど
、
頭
を
垂

れ
る
稲
穂
か
な
」
と
い
う
言
葉

と
「
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ
り

直
せ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
謙

遜
で
あ
り
な
さ
い
。へ
り
く
だ
っ

た
思
い
を
持
ち
な
さ
い
。
ま
た
、

人
を
見
て
良
く
な
い
不
快
な
こ

と
は
や
ら
な
い
。
良
い
こ
と
を

し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
も
教
訓
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
職
業
柄
、

様
々
な
境
遇
を
持
た
れ
る
方
と

接
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
向

き
合
い
、
そ
の
方
の
人
と
な
り

に
敬
意
を
払
い
つ
つ
寄
り
添
い
、

励
ま
し
、
慰
め
、
笑
い
、
共
に

泣
き
、
築
き
上
げ
る
為
に
言
葉

を
用
い
、
最
新
の
技
術
を
学
び

な
が
ら
、続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

次
は
、
宮
原
澄
子
さ
ん
で
す
。

私
は
、
坂
城
町
で
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
コ
ロ
ナ

の
流
行
に
よ
っ
て
、
様
々
な
こ

と
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

感
染
症
の
こ
と
を
学
び
、
対
処

す
る
方
法
と
し
て
、
う
が
い
手

洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
服
、

一
段
階
上
の
防
護
服
へ
の
着
脱

方
法
、
消
防
署
の
方
の
講
習
を

全
員
で
受
け
た
り
、
ま
た
、
訪

問
す
る
家
の
方
が
そ
の
姿
を
見

る
反
応
に
対
処
し
た
り
と
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
会
社
の
上
司
の
方
々
の

御
苦
労
様
の
声
に
支
え
ら
れ
た

り
、
一
緒
に
働
く
人
た
ち
と
励

ま
し
合
っ
た
り
し
て
、
明
日
も

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
一

致
し
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー
な
ん
だ

と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
信

頼
し
合
え
る
関
係
は
大
切
。
良

い
人
達
と
仕
事
し
て
い
る
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
仲

間
も
幾
人
か
感
染
し
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
中
の
声
に
も
感
動

し
ま
し
た
。
上
司
の
方
に
「
私

が
至
ら
な
く
て
、
す
み
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
出
社
し
て
来
て

語
っ
て
い
て
「
そ
ん
な
事
は
な

い
、
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
上
司
が
話
さ
れ
、
温
か

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

コ
ロ
ナ
流
行
の
中
で
の

自
分
の
仕
事
へ
の
思
い

濵
﨑

千
栄
子

実
行
委
員
会
代
表
の
言
葉

宮﨑洋輔

第
67
回

坂
城
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

第
67
回
坂
城
町
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
実
行
委
員
会
代
表
と
し

ま
し
て
、
私
、
宮
﨑
洋
輔
が
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延

し
、
こ
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
る
か
、
多
く
の
方
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
こ
の
会
が

開
催
さ
れ
、
旧
友
や
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
と
顔
が
合
わ
せ

ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

山
村
町
長
様
、
清
水
教
育

長
様
、
我
々
が
坂
城
中
学
校
を

卒
業
す
る
際
、
教
頭
先
生
と
し

て
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
塚

田
公
民
館
長
様
を
は
じ
め
、
こ

の
会
の
開
催
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
、
わ
ざ

わ
ざ
私
た
ち
の
た
め
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
元
担
任
の
先
生

方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

二十歳おめでとうございます
　8月 15日（月）坂城町二十歳のつどいを新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を講じて開催しました。
　これまで「坂城町成人式」として開催していましたが、2022年 4月 1日から成年年齢が18歳に引き下げ
られたことから、「坂城町二十歳のつどい」と名称を変更して開催しました。
　町内では、平成13年 4月 2日から平成14年 4月 1日生まれの145名が 20歳を迎えており、そのうち
82名の皆さんが式典に出席されました。
　二十歳を迎えられた皆さんのますますのご活躍とご多幸をお祈りしています。

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
5

年
が
経
ち
、
一
人
一
人
が
様
々

な
進
路
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
が
あ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
私

た
ち
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
支

え
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
は

ま
だ
ま
だ
支
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
こ
の
場
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
私

も
含
め
20
歳
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

坂
城
町
の
二
十
歳
の
つ
ど
い

は
、
他
の
多
く
の
地
区
と
は
異

な
り
、
夏
に
行
わ
れ
ま
す
。
全

員
が
20
歳
に
な
り
、
こ
う
し
て

顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
各
々
が
自
分
自
身

で
決
め
た
進
路
へ
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
様
々
な
出
会
い
や

経
験
が
あ
り
、
中
学
生
の
時
の

面
影
よ
り
も
ま
た
新
し
く
、
そ

し
て
新
し
す
ぎ
ず
懐
か
し
く
感

じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
、
私
が
実
行
委
員
会

の
代
表
と
し
て
み
な
さ
ん
の
前

で
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時

に
、
な
に
を
話
そ
う
か
考
え
ま

し
た
。
そ
の
時
に
思
い
浮
か
ん

だ
の
が
、
こ
の
坂
城
町
の
こ
と

で
し
た
。
当
て
は
ま
ら
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
15
年
間
、

私
た
ち
は
こ
の
坂
城
町
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
佐
久
長
聖
高
校
に
入

学
し
、
寮
生
と
し
て
3
年
間
の

高
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ

の
3
年
間
で
思
っ
た
こ
と
は
、

家
が
あ
る
坂
城
町
に
帰
っ
て
き

た
時
、
な
ぜ
か
安
心
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
が
多
く
、
季
節
に

も
恵
ま
れ
た
こ
の
坂
城
町
が
安

心
す
る
場
所
だ
と
思
っ
た
の
で

す
。
15
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

こ
の
坂
城
町
に
は
親
し
み
が
あ

る
場
所
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
坂
城

町
に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
、「
ず
っ

と
い
て
く
れ
。」
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
。
各
々
が
自
分
自
身

で
決
め
た
道
に
進
む
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
自
分
の
道
を
進
ん
で
い
る

時
に
、
私
は
、
み
な
さ
ん
に
こ

の
坂
城
町
を
思
い
出
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
学
生
や
社
会
人

に
な
る
と
、
壁
に
直
面
す
る
機

会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

心
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
前

向
き
に
な
れ
な
か
っ
た
り
、
自

分
を
責
め
て
気
が
塞
ぎ
込
ん
で

し
ま
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時

に
、
こ
の
坂
城
町
を
思
い
出
し

て
欲
し
い
。
帰
っ
て
き
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
こ
ろ
に
お
金
持
ち
の

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
父
と
母
、

息
子
2
人
と
何
人
か
い
る
使
用

人
が
い
る
豪
邸
で
す
。
そ
の
家

で
は
父
が
亡
く
な
っ
た
後
の
遺

産
は
、
長
男
が
7
割
、
次
男
が

3
割
貰
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
次
男
が
父
親

に
言
い
ま
し
た
。「
お
父
さ
ん
、

私
が
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
財
産
を
今
、
私
に
く
だ
さ

い
。」
そ
う
言
わ
れ
た
父
は
、
次

男
に
言
わ
れ
た
通
り
財
産
を
渡

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
も

経
た
な
い
う
ち
に
そ
の
次
男
は

自
分
の
荷
物
を
ま
と
め
、
家
を

出
て
行
き
ま
し
た
。
出
て
い
っ

た
先
で
は
次
男
は
余
る
ほ
ど
あ

る
財
産
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

楽
し
い
時
間
を
何
日
も
過
ご
し

ま
し
た
が
、
お
金
は
有
限
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
う
と
う
全
て

使
い
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
次
男
が
過
ご
し
て

い
る
地
域
に
ひ
ど
い
飢
饉
が
訪

れ
、
着
る
服
も
汚
く
な
り
、
食

べ
る
の
も
困
難
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
地

方
の
住
民
の
家
に
お
邪
魔
し
、

家
畜
の
世
話
を
す
る
と
と
も
に

そ
こ
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
よ

う
や
く
次
男
は
気
付
き
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
な
ん
て
こ
と
を
し
た

の
だ
ろ
う
。
父
の
家
に
は
食
糧

も
あ
り
、
雇
人
も
多
く
い
る
。

そ
れ
な
の
に
私
は
今
、
飢
え
て

死
の
う
と
し
て
い
る
。
父
の
と

こ
ろ
に
帰
ろ
う
。
そ
う
し
て
父

に
謝
り
、
雇
人
と
し
て
働
か
せ

て
も
ら
お
う
。」
こ
う
し
て
次

男
は
我
に
か
え
り
、
家
に
向
か

い
ま
し
た
。
向
か
っ
て
い
る
と
、

家
は
ま
だ
遠
く
離
れ
て
い
る
の

に
、
父
は
ず
っ
と
彼
を
待
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
、
次
男
を
見

つ
け
、
走
っ
て
彼
の
元
へ
行
き
、

抱
き
寄
せ
ま
し
た
。
次
男
は
言

い
ま
し
た
。「
お
父
さ
ん
ご
め

ん
な
さ
い
。
私
は
あ
な
た
に
悪

い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

息
子
と
呼
ば
れ
る
資
格
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
を
雇
人
と
し
て
家

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。」し
か
し
、

父
は
僕
を
呼
ん
で
こ
う
い
い
ま

し
た
。「
早
く
最
上
の
着
物
を
彼

に
着
さ
せ
、
履
き
物
を
履
か
せ

な
さ
い
。
そ
し
て
最
上
の
牛
を

屠
っ
て
き
な
さ
い
。
食
べ
て
楽

し
も
う
で
は
な
い
か
。
息
子
が

生
き
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
。」
そ
れ
か
ら
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。

安
心
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

い
う
場
所
は
こ
ん
な
場
所
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。hom

e

とhouse

は
同
じ
家
と
い
う
意

味
の
英
語
で
す
が
、
内
容
は
違

い
ま
す
。house

は
家
の
形
を

指
し
ま
す
が
、hom

e

は
帰
る

家
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
15
年

間
過
ご
し
た
こ
の
坂
城
町
は
、

我
々
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す
。

帰
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

こ
こ
に
は
、
話
に
も
あ
っ
た
父

の
よ
う
に
、
迎
え
て
く
れ
る
人
、

支
え
て
く
れ
る
町
の
人
、
景
色
、

自
然
、
そ
し
て
家
族
が
い
ま
す
。

辛
い
時
や
苦
し
い
時
、
倒
れ
そ

う
な
時
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
坂

城
町
を
思
い
出
し
、
帰
っ
て
き

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

皆
様
、
20
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

坂
城
町
に
支
え
ら
れ
、
大
人
と

し
て
の
成
長
、
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
実
行

委
員
会
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

職
場
か
ら
見
え
る
景
色

恩
師
の
先
生
方

二
十
歳
の
皆
さ
ん
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い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
本
当

に
そ
の
時
の
会
話
は
忘
れ
ま
せ

ん
。
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

も
の
の
中
か
ら
人
は
語
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

母
が
幼
い
時
か
ら
語
っ
て
い
た

言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
実
れ
ば
実
る
ほ
ど
、
頭
を
垂

れ
る
稲
穂
か
な
」
と
い
う
言
葉

と
「
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ
り

直
せ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
謙

遜
で
あ
り
な
さ
い
。へ
り
く
だ
っ

た
思
い
を
持
ち
な
さ
い
。
ま
た
、

人
を
見
て
良
く
な
い
不
快
な
こ

と
は
や
ら
な
い
。
良
い
こ
と
を

し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
も
教
訓
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
職
業
柄
、

様
々
な
境
遇
を
持
た
れ
る
方
と

接
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
向

き
合
い
、
そ
の
方
の
人
と
な
り

に
敬
意
を
払
い
つ
つ
寄
り
添
い
、

励
ま
し
、
慰
め
、
笑
い
、
共
に

泣
き
、
築
き
上
げ
る
為
に
言
葉

を
用
い
、
最
新
の
技
術
を
学
び

な
が
ら
、続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

次
は
、
宮
原
澄
子
さ
ん
で
す
。

私
は
、
坂
城
町
で
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
コ
ロ
ナ

の
流
行
に
よ
っ
て
、
様
々
な
こ

と
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

感
染
症
の
こ
と
を
学
び
、
対
処

す
る
方
法
と
し
て
、
う
が
い
手

洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
服
、

一
段
階
上
の
防
護
服
へ
の
着
脱

方
法
、
消
防
署
の
方
の
講
習
を

全
員
で
受
け
た
り
、
ま
た
、
訪

問
す
る
家
の
方
が
そ
の
姿
を
見

る
反
応
に
対
処
し
た
り
と
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
会
社
の
上
司
の
方
々
の

御
苦
労
様
の
声
に
支
え
ら
れ
た

り
、
一
緒
に
働
く
人
た
ち
と
励

ま
し
合
っ
た
り
し
て
、
明
日
も

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
一

致
し
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー
な
ん
だ

と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
信

頼
し
合
え
る
関
係
は
大
切
。
良

い
人
達
と
仕
事
し
て
い
る
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
仲

間
も
幾
人
か
感
染
し
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
中
の
声
に
も
感
動

し
ま
し
た
。
上
司
の
方
に
「
私

が
至
ら
な
く
て
、
す
み
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
出
社
し
て
来
て

語
っ
て
い
て
「
そ
ん
な
事
は
な

い
、
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
上
司
が
話
さ
れ
、
温
か

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

コ
ロ
ナ
流
行
の
中
で
の

自
分
の
仕
事
へ
の
思
い

濵
﨑

千
栄
子

実
行
委
員
会
代
表
の
言
葉

宮﨑洋輔

第
67
回

坂
城
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

第
67
回
坂
城
町
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
実
行
委
員
会
代
表
と
し

ま
し
て
、
私
、
宮
﨑
洋
輔
が
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延

し
、
こ
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
る
か
、
多
く
の
方
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
こ
の
会
が

開
催
さ
れ
、
旧
友
や
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
と
顔
が
合
わ
せ

ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

山
村
町
長
様
、
清
水
教
育

長
様
、
我
々
が
坂
城
中
学
校
を

卒
業
す
る
際
、
教
頭
先
生
と
し

て
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
塚

田
公
民
館
長
様
を
は
じ
め
、
こ

の
会
の
開
催
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
、
わ
ざ

わ
ざ
私
た
ち
の
た
め
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
元
担
任
の
先
生

方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

二十歳おめでとうございます
　8月 15日（月）坂城町二十歳のつどいを新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を講じて開催しました。
　これまで「坂城町成人式」として開催していましたが、2022年 4月 1日から成年年齢が18歳に引き下げ
られたことから、「坂城町二十歳のつどい」と名称を変更して開催しました。
　町内では、平成13年 4月 2日から平成14年 4月 1日生まれの145名が 20歳を迎えており、そのうち
82名の皆さんが式典に出席されました。
　二十歳を迎えられた皆さんのますますのご活躍とご多幸をお祈りしています。

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
5

年
が
経
ち
、
一
人
一
人
が
様
々

な
進
路
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
が
あ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
私

た
ち
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
支

え
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
は

ま
だ
ま
だ
支
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
こ
の
場
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
私

も
含
め
20
歳
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

坂
城
町
の
二
十
歳
の
つ
ど
い

は
、
他
の
多
く
の
地
区
と
は
異

な
り
、
夏
に
行
わ
れ
ま
す
。
全

員
が
20
歳
に
な
り
、
こ
う
し
て

顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
各
々
が
自
分
自
身

で
決
め
た
進
路
へ
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
様
々
な
出
会
い
や

経
験
が
あ
り
、
中
学
生
の
時
の

面
影
よ
り
も
ま
た
新
し
く
、
そ

し
て
新
し
す
ぎ
ず
懐
か
し
く
感

じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
、
私
が
実
行
委
員
会

の
代
表
と
し
て
み
な
さ
ん
の
前

で
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時

に
、
な
に
を
話
そ
う
か
考
え
ま

し
た
。
そ
の
時
に
思
い
浮
か
ん

だ
の
が
、
こ
の
坂
城
町
の
こ
と

で
し
た
。
当
て
は
ま
ら
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
15
年
間
、

私
た
ち
は
こ
の
坂
城
町
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
佐
久
長
聖
高
校
に
入

学
し
、
寮
生
と
し
て
3
年
間
の

高
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ

の
3
年
間
で
思
っ
た
こ
と
は
、

家
が
あ
る
坂
城
町
に
帰
っ
て
き

た
時
、
な
ぜ
か
安
心
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
が
多
く
、
季
節
に

も
恵
ま
れ
た
こ
の
坂
城
町
が
安

心
す
る
場
所
だ
と
思
っ
た
の
で

す
。
15
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

こ
の
坂
城
町
に
は
親
し
み
が
あ

る
場
所
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
坂
城

町
に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
、「
ず
っ

と
い
て
く
れ
。」
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
。
各
々
が
自
分
自
身

で
決
め
た
道
に
進
む
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
自
分
の
道
を
進
ん
で
い
る

時
に
、
私
は
、
み
な
さ
ん
に
こ

の
坂
城
町
を
思
い
出
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
学
生
や
社
会
人

に
な
る
と
、
壁
に
直
面
す
る
機

会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

心
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
前

向
き
に
な
れ
な
か
っ
た
り
、
自

分
を
責
め
て
気
が
塞
ぎ
込
ん
で

し
ま
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時

に
、
こ
の
坂
城
町
を
思
い
出
し

て
欲
し
い
。
帰
っ
て
き
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
こ
ろ
に
お
金
持
ち
の

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
父
と
母
、

息
子
2
人
と
何
人
か
い
る
使
用

人
が
い
る
豪
邸
で
す
。
そ
の
家

で
は
父
が
亡
く
な
っ
た
後
の
遺

産
は
、
長
男
が
7
割
、
次
男
が

3
割
貰
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
次
男
が
父
親

に
言
い
ま
し
た
。「
お
父
さ
ん
、

私
が
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
財
産
を
今
、
私
に
く
だ
さ

い
。」
そ
う
言
わ
れ
た
父
は
、
次

男
に
言
わ
れ
た
通
り
財
産
を
渡

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
も

経
た
な
い
う
ち
に
そ
の
次
男
は

自
分
の
荷
物
を
ま
と
め
、
家
を

出
て
行
き
ま
し
た
。
出
て
い
っ

た
先
で
は
次
男
は
余
る
ほ
ど
あ

る
財
産
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

楽
し
い
時
間
を
何
日
も
過
ご
し

ま
し
た
が
、
お
金
は
有
限
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
う
と
う
全
て

使
い
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
次
男
が
過
ご
し
て

い
る
地
域
に
ひ
ど
い
飢
饉
が
訪

れ
、
着
る
服
も
汚
く
な
り
、
食

べ
る
の
も
困
難
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
地

方
の
住
民
の
家
に
お
邪
魔
し
、

家
畜
の
世
話
を
す
る
と
と
も
に

そ
こ
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
よ

う
や
く
次
男
は
気
付
き
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
な
ん
て
こ
と
を
し
た

の
だ
ろ
う
。
父
の
家
に
は
食
糧

も
あ
り
、
雇
人
も
多
く
い
る
。

そ
れ
な
の
に
私
は
今
、
飢
え
て

死
の
う
と
し
て
い
る
。
父
の
と

こ
ろ
に
帰
ろ
う
。
そ
う
し
て
父

に
謝
り
、
雇
人
と
し
て
働
か
せ

て
も
ら
お
う
。」
こ
う
し
て
次

男
は
我
に
か
え
り
、
家
に
向
か

い
ま
し
た
。
向
か
っ
て
い
る
と
、

家
は
ま
だ
遠
く
離
れ
て
い
る
の

に
、
父
は
ず
っ
と
彼
を
待
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
、
次
男
を
見

つ
け
、
走
っ
て
彼
の
元
へ
行
き
、

抱
き
寄
せ
ま
し
た
。
次
男
は
言

い
ま
し
た
。「
お
父
さ
ん
ご
め

ん
な
さ
い
。
私
は
あ
な
た
に
悪

い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

息
子
と
呼
ば
れ
る
資
格
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
を
雇
人
と
し
て
家

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。」し
か
し
、

父
は
僕
を
呼
ん
で
こ
う
い
い
ま

し
た
。「
早
く
最
上
の
着
物
を
彼

に
着
さ
せ
、
履
き
物
を
履
か
せ

な
さ
い
。
そ
し
て
最
上
の
牛
を

屠
っ
て
き
な
さ
い
。
食
べ
て
楽

し
も
う
で
は
な
い
か
。
息
子
が

生
き
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
。」
そ
れ
か
ら
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。

安
心
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

い
う
場
所
は
こ
ん
な
場
所
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。hom

e

とhouse

は
同
じ
家
と
い
う
意

味
の
英
語
で
す
が
、
内
容
は
違

い
ま
す
。house

は
家
の
形
を

指
し
ま
す
が
、hom

e

は
帰
る

家
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
15
年

間
過
ご
し
た
こ
の
坂
城
町
は
、

我
々
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す
。

帰
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

こ
こ
に
は
、
話
に
も
あ
っ
た
父

の
よ
う
に
、
迎
え
て
く
れ
る
人
、

支
え
て
く
れ
る
町
の
人
、
景
色
、

自
然
、
そ
し
て
家
族
が
い
ま
す
。

辛
い
時
や
苦
し
い
時
、
倒
れ
そ

う
な
時
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
坂

城
町
を
思
い
出
し
、
帰
っ
て
き

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

皆
様
、
20
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

坂
城
町
に
支
え
ら
れ
、
大
人
と

し
て
の
成
長
、
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
実
行

委
員
会
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

職
場
か
ら
見
え
る
景
色

恩
師
の
先
生
方

二
十
歳
の
皆
さ
ん
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No.399

ふるさと探訪PART114   ２～４P
第50回坂城町文化祭   ５P
第67回坂城町二十歳のつどい    ６～７P
お知らせ、館説開畝   ８P

❖主な内容❖ リトミック教室ハロウィン
　10月 26日（水）のリトミック教室に、
お気に入りの仮装で参加しました。お菓
子入れを作るなど、みんなでハロウィン
を楽しみました。

季
節
は
少
し
戻
り
ま
す
が
、
九
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
咲
く
花
に
、
彼
岸
花

が
あ
り
ま
す
。
お
彼
岸
の
頃
に
咲
く
こ
と

か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

彼
岸
花
に
は
、
た
く
さ
ん
の
別
名
が
あ

り
ま
す
。
一
番
多
く
耳
に
す
る
の
は
「
曼

珠
沙
華
（
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
）」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
曼
殊
沙
華
」
と
は
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
天
界
に
咲
く
花
」「
見

る
者
の
心
を
柔
軟
に
す
る
」
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。
他
に
は
、『
彼
岸
』
か
ら
『
死
』

を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、「
死
人
花
（
シ

ビ
ト
バ
ナ
）」
や
「
幽
霊
花
（
ユ
ウ
レ
イ
バ

ナ
）」
と
い
う
少
し
気
味
悪
い
名
前
も
あ
り

ま
す
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、「
葉
見
ず

花
見
ず
（
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ
ミ
ズ
）」
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
は
、
彼
岸
花
が
咲
い
て
い

る
時
に
、
彼
岸
花
の
葉
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
長
い
茎
の
上
に
ポ
ツ
ン
と
花

だ
け
が
咲
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

せ
ん
か
。
彼
岸
花
は
、
球
根
か
ら
花
が
出

て
き
て
、
そ
の
花
が
枯
れ
た
後
に
葉
が
成

長
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
花
と
葉
を
同
時

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
花
が
枯
れ

た
今
の
時
期
か
ら
、
葉
を
繁
ら
せ
球
根
に

栄
養
を
貯
え
て
い
ま
す
。
春
に
は
葉
が
枯

れ
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
ん
な
特

徴
か
ら
、「
葉
見
ず
花
見
ず
（
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ

ミ
ズ
）」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

彼
岸
花
は
、
人
里
に
近
い
川
岸
、
田
の
畔

道
や
畑
の
土
手
な
ど
に
群
生
し
て
い
ま
す
。

人
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
の
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
岸
花
の
花
・
茎
・

葉
・
球
根
な
ど
す
べ
て
の
部
分
に
毒
が
あ
り

ま
す
。
特
に
球
根
に
は
強
い
毒
が
あ
り
ま
す
。

彼
岸
花
が
土
手
や
畦
道
に
植
え
ら
れ
た
の

は
、
そ
の
毒
で
モ
グ
ラ
や
ネ
ズ
ミ
か
ら
稲
や

野
菜
な
ど
の
農
作
物
を
守
る
た
め
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
墓
地
の
周
り
に
彼
岸

花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
墓
地
を
荒
ら

さ
れ
な
い
た
め
だ
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、凶
作
が
続
く
飢
饉
が
あ
っ

た
時
代
に
は
、
飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
強

い
毒
の
あ
る
球
根
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
球

根
を
す
り
お
ろ
し
、
何
回
も
水
に
さ
ら
し
、

毒
を
抜
い
て
い
た
よ
う
で
す
。（
危
険
で
す
の

で
、絶
対
に
口
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）『
死
』

を
連
想
さ
せ
る
花
が
、
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

役
立
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
の
役
に
立
っ
て
い
た
彼
岸

花
で
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
気
味
悪
い

花
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
象
の
本
質

を
知
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
様
々
な
事
象
に
接
し
た
時
、「
曼

殊
沙
華
」
の
名
前
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
、
事
象

の
本
質
を
見
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

（
T
・
T
）

（
参
照
：
リ
ク
ル
ー
ト
）

お　知　ら　せ

第56回坂城町書初展 第52回坂城町元旦マラソン大会

日　　時� 令和5年1月4日～6日
 ○4日（水）　15：00～16：00
 ○5日（木）　  9：00～16：00
 ○6日（金）　  9：00～10：00
会　　場 坂城町文化センター
申込締切 12月15日（木）
申込場所 坂城町公民館（文化センター2階）
　※申込書は町HP、坂城公民館にあります。
　※小中学生は各学校で取りまとめます。

日　　時� 令和5年1月1日（日）
受付　9：00　　開会式　9：30
競技開始　10：00

会　　場� 坂城町武道館南駐車場 （受付・スタート）
申込締切� 12月15日（木）
クラス（定員）　・親子ペアの部…1.5㎞（25組）
　　　　　　　・小学生の部…1.5㎞・3㎞（各50名）
　　　　　　　・一般の部（中高生含む）…1.5㎞・3㎞（各50名）
申込場所� 教育文化課生涯学習係(文化センター2階)　
　※町内在住者限定の事前申込による定員制とします。
　※雪・雨天の場合は中止となります。
　※詳細は、右のQRコードから公式HPをご覧ください。

　会場都合等により、席書大会は開催しま
せん。

◆人権を尊重し豊かな福祉の心を育む町民集会 12月  3日（土）
◆第29回ライフ・ステージエコー 12月10日（土）
◆スキー・スノーボード教室（対象：小学校4年生以上） 1月15日（日）

新型コロナウイルス感染状況等により、中止・変更となる場合があります。

新型コロナウイルス感染状況等により、中止・変更となる場合があります。

今後の行事予定
◆子ども茶の湯教室 3月  4日（土）
◆坂城町囲碁大会 3月12日（日）
◆坂城町将棋大会 3月19日（日）

「公式HP」




